
令和６ 年 4 月 9 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

製品に対する責任感の向上と、より良い製品を作るという意欲が見られるように

なった

能力・理解力の差を、作業標準化する事により対応していく

・次の工程を意識することで気を付けるポイントがわかった

・検査時の製品の見方をより意識出来るようになった

・教えてもらったことを忘れずに継続していきたい

・自分が考えていなかったようなことを教えてもらえ勉強になった

利用者からの意見・評価

連携先企業（担当者） TMネットワーク（株）水田　　岡山　不二精工（株）　近藤

実際の次工程での加工後の製品の品質の確認

得られた成

果
利用者の製品に対する知識が増えた

課題点 理解能力の個人差

実施した結

果

住　所 岡山市東区西大寺東2丁目1番50 管理者名 近藤美子

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 0862014123 対象年度 令和５年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

活動場所 クリエイトおひさま作業所及び会議室

実施日程 R5年９月４日

実施した利用者の

知識・能力向上に

係る実施の概要

自社製品の次工程の説明(加工工程)

不良品の見分け方

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 クリエイトおひさま 事業所番号 3310103233

利用者数 8名

利用者の知識・能

力向上に係る狙い

自社加工品の製品に対する責任感の意識の向

上

利用者にとっての

メリット
スキルアップへの意欲向上

様式２

検査時の注意点を指導してもらい、検査

の能力工程の向上を図った

実際に次工程で加工さ

れた後の製品を確認

検査時の注意点を意識

しながら検査を行う


